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藤村の遺墨、遺品並びに関係資料を収集保管し、

教養と調査研究に資する目的のもと、東京工業大学

教授　谷口吉郎博士の設計により、昭和32 年11 月

高雅で簡素な建物が懐古園内に竣工した。

昭和33 年４月19 日に開館し、翌 冽年６月藤村会

より小諸市に移管され、以後、小諸市立藤村記念館

として運営し今日に至る。

千曲川のスケッチ

藤村著作の初版本

破　戒 落梅集

藤村が馬場裏の住居で愛用したもの

茶　器

ま?
静Ｕ

灰皿セット

4II-iIIIIII-¶114k1･
珀( 謳 譲 謳F

ﾊﾟ

…………,４,片
吟 千峠戸？でr細4 ぶ4 ふ謡4祚i 緻芦万1゙ '

明 治 � 事　　項　＜主な作品 〉

32 年 �

４　月　　木村熊二の経営する小諸義塾に国語と

英語の教師として赴任。（満27 歳）　

函館の網問屋秦慶治の三女冬子と結婚。

馬場裏の士族屋敷跡で新家庭を持つ。

33 年 �

５　月　　長女緑が生まれる。　　　　　

『千曲川のスケッチ』の初稿が着手され

たのもこの頃。　　　　　

＜詩『旅情』『雲』〉

34 年 �
４　月　　小諸義塾に女子学習舎が併設される。　

＜詩集『落梅集』〉

35 年 �

３　月　　次女孝子が生まれる。

１０月　　学生を引率して八ヶ岳の裾野を回り、　

甲府、諏訪方面への旅をする。　　　

＜『旧主人』『藁草履』〉

36 年 �
５　月　　小諸義塾創立１０周年記念祭挙行。　

＜『爺』『老嬢』〉

37 年 �

１　月　　女子学生の講習会参加の引率を兼ねて、

飯山町を訪ねる。　　　　　

この頃、『破戒』の原稿を書き始める。

４　月　　三女縫子が生まれる。

７　月　『破戒』自費出版の援助を求めて函館の

岳父を訪ね、400 円の出費を頼む。

１０月　　丸山晩霞等と志賀村に神津猛を訪ねる。

＜『水彩画家』『榔子の葉陰』　　

『藤村詩集』『津軽海峡』 〉

38 年 �

３　月　　神津猛より『破戒』完成までの生活費と

して150 円を借用する。

４　月　　小諸義塾を退職し、６年１ヶ月にわたる

小諸生活に別れを告げ家族と上京する。

藤村旧栖地

昭和28 年、小諸町馬場裏の
旧居跡に碑を建立。碑面の

文字は有島生馬の揮毫。

小 諸 義 塾 跡

小諸義塾は明治26 年創立。

明治29 年、耳取町に洋館

二階建ての校舎を建設。

塾長は木村熊二。

明治39 年廃校。後、小諸駅

拡張のため駅構内に入る。

昭和63 年、「小諸義塾跡」

碑を建立。その向側に復元

され、平成８年、「小諸義塾

記念館」が開館される。

木 村 熊 二 記 念 碑

昭和１１年､懐古園の二の丸

石垣の自然石に設置。藤村筆

｢われらの父木村先生と

旧小諸義塾の記念に｣

の文字を刻んだ碑。

彫刻家荻島安二の作。

藤 村 詩 碑

昭和２年､懐古園内の眼下に

千曲川､彼方に浅間山を望む

浅間台の地に建碑さ れる。

自然石に青銅のパネルをはめ

込んだ碑である。

碑面の詩は藤村自書になる

『千 曲川旅 情のう た』で、

パネルは高村豊周の作。

藤村旧栖地に立つ碑

小諸義塾跡の碑

木村熊二記念碑
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